
                                    第１１９回古民家歴史部会歴史探訪第１１９回古民家歴史部会歴史探訪第１１９回古民家歴史部会歴史探訪第１１９回古民家歴史部会歴史探訪    

                                            「東海道野宿場探訪シリーズ・第「東海道野宿場探訪シリーズ・第「東海道野宿場探訪シリーズ・第「東海道野宿場探訪シリーズ・第 14141414 回」回」回」回」    

    平成平成平成平成 29292929 年年年年 7777 月月月月 5555 日（水）日（水）日（水）日（水）        「藤沢宿（１）」「藤沢宿（１）」「藤沢宿（１）」「藤沢宿（１）」        

            集集集集        合：ＪＲ藤沢駅改札口合：ＪＲ藤沢駅改札口合：ＪＲ藤沢駅改札口合：ＪＲ藤沢駅改札口(2(2(2(2 階階階階))))    9999 時時時時 50505050 分集合分集合分集合分集合((((時間厳守時間厳守時間厳守時間厳守))))    

((((１１１１))))行行行行        程：下記探訪先に同じ程：下記探訪先に同じ程：下記探訪先に同じ程：下記探訪先に同じ    

((((２２２２))))食事場所：自食事場所：自食事場所：自食事場所：自    由由由由    行行行行    動動動動    

((((３３３３))))探訪探訪探訪探訪    先：先：先：先：JRJRJRJR 藤沢駅改札口藤沢駅改札口藤沢駅改札口藤沢駅改札口(2(2(2(2 階階階階))))・スタート・スタート・スタート・スタート    

    

①①①① 庚申塔：庚申塔：庚申塔：庚申塔：青面金剛像・寛文 13 年(1673)両脇侍と共に市指定文化財。弁財天道標。 

②②②②江の島旧道江の島旧道江の島旧道江の島旧道((((道標道標道標道標))))：：：：江ノ島弁財天を厚く信仰していた杉山検校(管を用いて鍼『はり』を刺す管減

術の考案者）が、江ノ島参詣の人々の道案内のために寄進したと伝えられている。市内に同

型の道標が 11 基(12 基とも)もある。 

➂➂➂➂舩舩舩舩玉神社：玉神社：玉神社：玉神社：祭神・弟橘姫命(おとたちばなひめのみこと)。尾州(尾張の国)津島から安永年中(1712    

～1720｠渡海候(藤沢地誌)とあり、かつてこの地は、源頼朝が宋に渡る船の用材を切り   

出した所と伝えられ、乗船成就、海上守護の願いにより、勧請された。この辺りは大鋸(だい

ぎり)といい、大きな綱引き鋸を使う職人町だった。 

④④④④感応院：感応院：感応院：感応院：真言宗の寺。本尊・不動明王、藤沢最古の寺院。相模の国八十八ケ所一番。開基は源実

朝という。慶久４年(1609)幕府より檀林所(仏教学研修所)に指定され、慶長 2 年(1649)朱印

地を賜る。頼朝が富士の裾野で狩りを催した時、旅の厄除けに三島神社を勧請した。この神

社は自由に回転できるようになっている珍しいもの。 

➄山王神社：➄山王神社：➄山王神社：➄山王神社：山王大権現を祀る。 境内裏手に庚申塔がある。 

➅諏訪神社：➅諏訪神社：➅諏訪神社：➅諏訪神社：祭神・事代主命・恵比寿様。遊行四代藤沢山開基呑海上人諸国修業の折、信州より移

し来たり、正中 2 年(1325)山中に鎮護した。文政元年(1818)新宮再建。近年祭礼に大切な死

神剣(四方の神、即ち東は青龍、西は白狐、南は朱雀(朱の鳥)、北は玄武(亀)の四獣。 

⑦江戸方見附：⑦江戸方見附：⑦江戸方見附：⑦江戸方見附：藤沢宿の江戸からの出入り口。遊行寺山門北へ数⒑ｍ。 

⑧山谷の一里塚：⑧山谷の一里塚：⑧山谷の一里塚：⑧山谷の一里塚：日本橋から１２番目の一里塚。遊行寺東門から北に約 200m。 

⑨⑨⑨⑨遊行寺遊行寺遊行寺遊行寺((((ゆぎょうじゆぎょうじゆぎょうじゆぎょうじ))))：：：：踊り念仏で知られる一遍(いっぺん)上人を開祖とする時宗の総本山。 

   正式には清浄光寺(しょうじょうこうじ)といい、正中 2 年(1325)、遊行四代吞海 (どんかい) 

上人が創建したのが始まり。 

⑩真徳寺：⑩真徳寺：⑩真徳寺：⑩真徳寺：遊行寺境内にある別院の一つ。俗に赤門と呼ばれる。目立つ赤門をくぐると、質素な本

殿がある。 

⑪真浄院：⑪真浄院：⑪真浄院：⑪真浄院：遊行寺山内の筆頭寺院で、本山役僧が住職を務めていた。講中宿泊所でもあった。 

⑫地蔵院⑫地蔵院⑫地蔵院⑫地蔵院((((日限地蔵）：日限地蔵）：日限地蔵）：日限地蔵）：遊行寺総門西側にあり、日数を限って願掛けすると、願いがかなうといわれ、

日限地蔵とも呼ばれた。 

⑬藤沢御殿跡⑬藤沢御殿跡⑬藤沢御殿跡⑬藤沢御殿跡((((藤沢公民館藤沢公民館藤沢公民館藤沢公民館))))：：：：江戸時代初めごろ、藤沢にはまだ本陣がなかったので、将軍(家康)自ら

宿泊場所として、藤沢御殿を建てたが、慶長 5 年(1600)家康が宿泊して以来、寛永１１年

(1634)に、家光が宿泊したのを最後に廃止となり、公民館になった。 

⑭庚申塔群：⑭庚申塔群：⑭庚申塔群：⑭庚申塔群：陣屋小路講中の庚申塔がここに集められている。 

⑮妙善寺：⑮妙善寺：⑮妙善寺：⑮妙善寺：日蓮宗の寺。本尊は日蓮大菩薩。墓地の一角には本陣を務めた蒔田家の墓地がある。 

⑯伝・義経首洗い井戸：⑯伝・義経首洗い井戸：⑯伝・義経首洗い井戸：⑯伝・義経首洗い井戸：奥州平泉で討たれ、送られて来た義経の首を、首実検の後、片瀬浜に捨て

られたが、潮乗って境川を遡り、里人が救いあげてこの井戸で洗い清めたという伝承による。 

⑰白旗神社：⑰白旗神社：⑰白旗神社：⑰白旗神社：藤沢西総鎮守。祭神は寒川彦の命ほか。例大祭には、上記義経と弁慶 2 基の神輿が町

内を練り歩く。 また秋祭りには、面をつけた山の神が道化を演じながら参拝者に餅をまく、

「湯立神楽(ゆたてかぐら)」という独特の神事が知られている。                        

                                ―→小田急・藤沢本町駅＝―→小田急・藤沢本町駅＝―→小田急・藤沢本町駅＝―→小田急・藤沢本町駅＝����＝＝＝＝JRJRJRJR 藤沢藤沢藤沢藤沢駅駅駅駅((((又又又又はははは更更更更にににに JRJRJRJR 大船駅大船駅大船駅大船駅へへへへ))))    

((((駅付近で昼食・解散）駅付近で昼食・解散）駅付近で昼食・解散）駅付近で昼食・解散）    




